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地
方
財
政
健
全
化
法
で
は
、「
健
全
化
判

断
比
率
」に
よ
る
四
つ
の
財
政
指
標
と
、「
資

金
不
足
比
率
」に
よ
り
、地
方
公
共
団
体
の

財
政
状
況
を
判
断
し
ま
す
。二
十
四
年
度

決
算
に
基
づ
く
各
比
率
は
次
の
と
お
り
で

す
。こ
れ
ま
で
の
財
政
健
全
化
対
策
の
効
果

は
着
実
に
現
れ
て
お
り
、昨
年
度
に
続
き

改
善
傾
向
に
あ
り
ま
す
。（
各
指
標
に
算
定

さ
れ
る
会
計
は「
表
１
」参
照
）

実
質
赤
字
比
率　
　
　
　

　
　
　
　
　

一
般
会
計
な
ど
の
赤
字
額
が
標
準
財
政

規
模
に
占
め
る
割
合
。本
町
は
収
支
赤
字

が
な
い
の
で
該
当
な
し
。

連
結
実
質
赤
字
比
率

全
会
計（
財
産
区
会
計
除
く
）の
赤
字
額

が
標
準
財
政
規
模
に
占
め
る
割
合
。本
町

は
収
支
赤
字
が
な
い
の
で
該
当
な
し
。

実
質
公
債
費
比
率　
　
　

　
　
　
　
　

一
般
会
計
な
ど
が
負
担
す
る
公
債
費

（
借
入
金
）が
標
準
財
政
規
模
に
占
め
る
割

合
。算
定
結
果
は
一
四
・
四
％
で
、昨
年
度

よ
り
〇
・
九
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
ま
し
た
。

将
来
負
担
比
率　
　
　
　

　
　
　
　
　

一
般
会
計
な
ど
が
将
来
負
担
す
べ
き
実

質
的
な
債
務
が
標
準
財
政
規
模
に
占
め
る

割
合
。算
定
結
果
は
一
三
三
・
五
％
で
、昨

年
度
よ
り
一
〇
・
二
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
ま

し
た
。

資
金
不
足
比
率　
　
　
　

　
　
　
　

資
金
不
足
額
が
公
営
企
業
の
行
う
事
業

規
模
に
占
め
る
割
合
。本
町
で
は
、国
保
京

丹
波
町
病
院
・
水
道
・
下
水
道
事
業
の
三
会

計
が
対
象
と
な
り
ま
す
が
、各
会
計
で
資

金
不
足
額
が
な
い
の
で
該
当
な
し
。

【
標
準
財
政
規
模
】町
が
一
年
間
に
自
由
に
使
え
る
財
源

（
お
金
）の
標
準
的
な
規
模
。本
町
は
二
十
四
年
度
決
算
で

七
十
三
億
五
、九
四
三
万
円
で
し
た
。

【
早
期
健
全
化
基
準
】基
準
値
を
一
つ
で
も
超
え
る
と
、自

主
的
な
改
善
努
力
を
行
う
た
め
の
早
期
健
全
化
計
画
策

定
や
外
部
監
査
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

【
財
政
再
生
基
準
】基
準
値
を
一
つ
で
も
超
え
る
と
、国
な

ど
が
関
与
し
て
再
生
が
行
わ
れ
る
た
め
、町
独
自
施
策
の

展
開
が
で
き
な
く
な
る
と
と
も
に
、財
政
再
生
計
画
策
定

や
外
部
監
査
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

用
語
解
説

京丹波町の比率算定結果
［1］健全化判断比率

［2］資金不足比率　　

※赤字額がないため、実質赤字比率と連結実質赤字比率は「－」と表示しています。

算 定 結 果

23 年 度

22 年 度

早期健全化基準

財政再生基準

算 定 結 果

経営健全化基準

実質赤字
比率

連結実質
赤字比率

実質公債費
比率

将来負担
比率

参　

考
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※資金不足額がないため、資金不足比率は「－」と表示しています。

（表1）4つの財政指標の対象となる会計の範囲

●一般会計
●公営事業会計以外の特
別会計（土地取得、育英
資金、町営バス）

普通会計

●水道事業特別会計
●下水道事業特別会計
●国保京丹波町病院事業
会計

公営企業会計

●船井郡衛生管理組合など

一部事務組合

土地開発公社、第3セクター

●国民健康保険事業特別
会計
●後期高齢者医療特別会計
●介護保険事業特別会計

公営事業会計

将
来
負
担
比
率

実
質
公
債
費
比
率

連
結
実
質
赤
字
比
率

実質赤字
比率

資金不足
比率

【特集】平成24年度決算

─

─

─

18.93

30.00

二
十
四
年
度
決
算
に
基
づ
く

健
全
化
判
断
比
率
な
ど
の
状
況

和
知
診
療
所
で
は
、訪
問
診
察
を
水
曜
日
の
午
後

に
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、訪
問
看
護
に
つ
き
ま
し
て

も
随
時
行
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

☎
８
4
―
1
1
1
2

和
知
診
療
所
情
報

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、町
立
病
院・診
療
所
の
医
師
や
専
門

職
員
が
皆
さ
ん
に
お
届
け
す
る
健
康
情
報
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

今
回
の
担
当
は
、国
保
京
丹
波
町
病
院
和
知
診
療
所

の
看
護
師
長　

石
田
由
美
子
さ
ん
。秋
の
夜
長
に
心
地

よ
い
睡
眠
を
手
に
入
れ
る
た
め
の
お
話
で
す
。

秋
分
を
過
ぎ
る
と
、日
は
短
く
な
り
、夜
が
長
く
な
り
ま
す
。

昔
の
人
は
そ
れ
を
”秋
の
夜
長
“と
い
っ
て
、風
流
に
楽
し
ん
で

い
た
よ
う
で
す
。し
か
し
、残
念
な
が
ら
現
代
の
日
本
人
は「
眠

れ
ぬ
長
い
夜
」に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
人
が
多
い
よ
う
で
す
。

そ
こ
で
、「
ぐ
っ
す
り
眠
る
12
の
指
針
」を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ぐ
っ
す
り
眠
る
12
の
指
針

❶
睡
眠
時
間
は
人
そ
れ
ぞ
れ
、

日
中
の
眠
気
で
困
ら
な
け
れ
ば
十
分

日
中
し
っ
か
り
覚
醒
し
て
過
ご
せ
る
の
で
あ
れ
ば
、睡
眠

時
間
に
こ
だ
わ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

❷
刺
激
物
を
避
け
、眠
る
前
に
は
自
分
な
り
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
法

就
床
前
四
時
間
の
カ
フ
ェ
イ
ン
摂
取
、就
床
前
一
時
間
の

喫
煙
は
避
け
、床
に
就
く
前
の「
音
楽
」「
ぬ
る
め
の
入
浴
」

な
ど
、自
分
に
あ
っ
た
リ
ラ
ッ
ク
ス
法
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

❸
眠
く
な
っ
て
か
ら
床
に
就
く
、

就
寝
時
間
に
こ
だ
わ
り
す
ぎ
な
い

眠
ろ
う
と
す
る
意
気
込
み
が
、眠
気
を
妨
げ
ま
す
。

❹
同
じ
時
刻
に
毎
日
起
床

❺
光
の
利
用
で
よ
い
睡
眠

起
床
後
太
陽
の
光
を
浴
び
、体
内
時
計
が
リ
セ
ッ
ト
さ
れ

る
と
、約
十
五
〜
十
六
時
間
後
に
眠
気
が
出
現
し
ま
す
。

ま
た
、過
度
に
明
る
い
夜
間
の
室
内
照
明
は
体
内
時
計
の

リ
ズ
ム
を
遅
ら
せ
、自
然
な
入
眠
時
刻
が
遅
れ
ま
す
。

❻
規
則
正
し
い
三
度
の
食
事
、規
則
正
し
い
運
動
習
慣

❼
昼
寝
を
す
る
な
ら
、十
五
時
前
の
二
十
〜
三
十
分

❽
眠
り
が
浅
い
と
き
は
、む
し
ろ
積
極
的
に
遅
寝・早
起
き
に

❾
睡
眠
中
の
激
し
い
イ
ビ
キ・呼
吸
停
止
や

足
の
ピ
ク
つ
き
、ム
ズ
ム
ズ
感
は
要
注
意

背
景
に
専
門
治
療
が
必
要
な
睡
眠
の
病
気
が
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

10
十
分
眠
っ
て
も
日
中
の
眠
気
が
強
い
と
き
は
専
門
医
に

長
時
間
眠
っ
て
も
日
中
の
眠
気
で
生
活
に
支
障
が
あ
れ

ば
、専
門
医
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

11
睡
眠
薬
代
わ
り
の
寝
酒
は
不
眠
の
も
と

12
睡
眠
薬
は
医
師
の
指
示
で
正
し
く
使
え
ば
安
心

読
ん
で
い
る
う
ち
に
眠
く
な
っ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
か
。

で
は
、「
秋
の
夜
長
」を
有
意
義
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

看護師長

石田  由美子  さん（和知診療所）
いし だ ゆ み こ
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『秋の夜長の睡眠について』


